
立川と語ろう  立川に生きよう

挑戦！ 新たなトマト生産法

表紙の人／植栽三代  宮﨑家のみなさん（西砂町）

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
『
万
宝
料
理
秘
密
箱

玉
子
百
珍
』
に
は
百
三

種
類
の
卵
料
理
の
作
り
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、『
江
戸
料
理
レ
シ
ピ

デ
ー
タ
セ
ッ
ト
』
で
は一
部
の
料
理
を
分
割
し
、
全
部
で
百
七
種
類
の
卵
料
理
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
現
代
語
訳
と
現
代
レ
シ
ピ
は
レ
シ
ピ
サ
イ
ト『
ク
ッ
ク
パッ
ド
』の〈
江

戸
ご
飯
〉
コ
ー
ナ
ー
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
え
く
て
び
あ
ん
で
も
そ
の
レ
シ
ピ
を

参
考
に
江
戸
ご
飯
に
挑
戦
！

今
月
は
江
戸
の
ス
イ
ー
ツ
「
冷
し
卵
羊
羹
」
と
、
味
付
け
自
由
な
お
か
ず
「
源

氏
卵
」
の
ふ
た
品
を
！

食
べ
て
ビ
ッ
ク
リ
は
「
冷
し
卵
羊
羹
」
で
す
。
江
戸
時
代
の
人
っ
て
こ
ん
な
に
美

味
し
い
も
の
を
た
べ
て
い
た
の
か
！
と
、
黒
砂
糖
の
す
っ
き
り
し
た
甘
さ
に
舌
鼓
。

味
は
ま
っ
た
く
プ
リ
ン
で
す
。
黒
砂
糖
で
茶
色
に
な
る
卵
に
、
赤
い
寒
天
を
使
う
と

こ
ろ
も
お
し
ゃ
れ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！

や
って
み
る
と
意
外
に
難
し
い
の
が
、
れ
ん
こ
ん
の
穴
に
卵
の
白
身
を
流
し
込
む
こ

と
。
え
く
て
び
あ
ん
で
は
生
ク
リ
ー
ム
の
し
ぼ
り
袋
を
使
い
ま
し
た
が
、
江
戸
の
人

は
ど
う
や
っ
て
入
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
？
わ
さ
び
醤
油
で
も
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
も
お
い

し
く
い
た
だ
け
ま
し
た
。
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「
砂

川
で

は
神

棚
に

ゴ
ボ

ウ
が

播
け

る
」「

床
の

間
に

ナ
ッ

パ
が

播
け

る
」

―
―

現
実

に
は

あ
り

え
な

い
言

葉
だ

が
、

か
つ

て
砂

川
で

は
毎

年
春

先
に

な
る

と
、

こ
ん

な
大

げ
さ

な
た

と
え

話
が

あ
る

ほ
ど

の
土

ほ
こ

り
が

立
っ

た
。

　
砂

川
の

土
地

は
、

火
山

灰
が

堆
積

し
て

で
き

た
大

変
軽

い
軽

髭
土

で
、

春
先

の
乾

燥
期

に
猛

烈
な

季
節

風
が

こ
の

軽
い

土
壌

を
巻

き
上

げ
、

黄
塵

万
丈

、
昼

な
お

暗
く

な
る

ほ
ど

で
俗

に
言

う「
砂

川
名

物
赤

い
風

」
が

吹
き

荒
れ

た
。

当
時

は
ど

の
家

も
茅

葺
で

、
現

在
の

家
に

比
べ

て
隙

間
だ

ら
け

、
窓

に
は

サ
ッ

シ
な

ど
が

な
か

っ
た

の
で

、
舞

い
上

が
っ

た
土

ほ
こ

り
は

容
赦

な
く

家
の

中
に

入
り

込
ん

だ
。

日
ご

ろ
掃

除
の

行
き

届
か

な
い

神
棚

や
床

の
間

に
は

、
ゴ

ボ
ウ

や
ナ

ッ
パ

が
播

け
る

ほ
ど

土
が

厚
く

積
も

る
と

た
と

え
ら

れ
た

ほ
ど

だ
っ

た
。

　
元

来
砂

川
は

、
人

の
生

活
に

欠
く

こ
と

の
で

き
な

い
水

利
が

な
い

た
め

無
人

の
原

野
だ

っ
た

場
所

で
、

江
戸

時
代

の
初

め
に

新
田

開
発

で
で

き
た

村
で

あ
る

。
新

田
開

発
独

特
の

長
方

形
の

地
割

に
な

っ
て

い
て

、
当

時
の

砂
川

は
五

日
市

街
道

の
脇

を
流

れ
る

砂
川

分
水

に
沿

っ
て

家
並

み
が

在
っ

た
だ

け
で

、
そ

れ
以

外
は

見
渡

す
限

り
一

面
の

畑
が

広
が

り
、

強
い

季
節

風
が

吹
く

と
畑

の
表

土
が

舞
い

上
が

り
昼

な
お

暗
い

状
態

に
な

っ
た

。
こ

の
強

い
季

節
風

に
表

土
が

飛
ば

さ
れ

な
い

対
策

と
し

て
、

ど
こ

の
畑

に
も

暴
風

垣
と

し
て

自
家

用
の

製
茶

分
を

兼
ね

、
常

緑
樹

で
あ

る
茶

の
木

を
植

え
表

土
の

飛
散

を
防

い
で

い
た

。
近

年
農

作
業

の
機

械
化

に
よ

り
ト

ラ
ク

タ
ー

が
使

わ
れ

る
よ

う
に

な
る

と
茶

の
木

が
邪

魔
に

な
り

、
防

風
垣

と
し

て
の

茶
の

木
は

あ
ま

り
見

ら
れ

な
く

な
っ

た
。

　
ま

た
、

砂
川

の
家

々
は

周
囲

に
樫

、
欅

、
杉

、
椹 さ
わ

らや
竹

林
な

ど
を

植
え

、
季

節
風

か
ら

家
屋

を
守

る
た

め
屋

敷
林

を
形

成
し

て
い

た
。

生
活

様
式

の
近

代
化

や
農

地
の

宅
地

化
に

伴
い

屋
敷

林
は

急
速

に
そ

の
姿

を
消

し
、

今
や

一
部

地
域

に
僅

か
に

残
る

の
み

と
な

り
、

砂
川

独
特

の
景

観
は

ほ
と

ん
ど

見
ら

れ
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
現

在
で

は
、

か
つ

て
一

面
の

畑
で

あ
っ

た
場

所
に

団
地

や
集

合
住

宅
な

ど
が

立
ち

並
び

、
最

近
で

は
強

い
季

節
風

が
吹

い
て

も
砂

塵
が

舞
い

上
が

っ
て

空
が

暗
く

な
る

よ
う

な
状

況
は

あ
ま

り
見

ら
れ

な
い

。
そ

れ
で

も
春

先
季

節
風

が
吹

き
荒

れ
る

と
、

時
折

そ
の

名
残

の
よ

う
な

光
景

が
見

ら
れ

る
こ

と
が

あ
る

。
　

私
の

母
が

結
婚

式
の

日
に

、「
砂

川
名

物
赤

い
風

」が
吹

き
荒

れ
、

土
ほ

こ
り

の
た

め
、

客
に

出
す

白
い

ウ
ド

ン
が

黒
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
と

い
う

話
を

聞
い

た
こ

と
が

あ
る

。
も

う
80年

以
上

前
の

話
だ

。

案
内
人
：
豊
泉
喜
一
氏

砂
川

新
田

の
屋

敷
割

と
屋

敷
林

五
日

市
街

道
か

ら
玉

川
上

水
ま

で
約

1km
あ

る
。

（
豊

泉
喜

一
氏

提
供

）

家を守るために北側に今も残る

シラカシの防風垣わずかに現存する屋敷林

手前の垣が茶の木の垣で、茶の木の垣に直角に

なるよう並んでいるのがウツギ。

隣の畑との境に使われた。

砂川の赤っ風昭和三十六年ころ

（写真：立川市歴史民俗資料館）



立
川

と
語

ろ
う

  
立

川
に

生
き

よ
う

挑
戦 ！

 新
た

なト
マト

生
産

法

表
紙

の
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／
植

栽
三

代
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み

な
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国 文 学 研 究 資 料 館 所 蔵 の 『 万 宝 料 理 秘 密 箱 玉 子 百 珍 』 に は 百 三

種 類 の 卵 料 理 の 作 り 方 が 述 べ ら れ て い る そ う で す が 、 『 江 戸 料 理 レ シ ピ

デ ー タ セ ッ ト 』 で は 一 部 の 料 理 を 分 割 し 、 全 部 で 百 七 種 類 の 卵 料 理 を 掲

載 し て い ま す 。 現 代 語 訳 と 現 代 レ シ ピ は レ シ ピ サ イ ト 『 ク ッ ク パ ッ ド 』 の 〈 江

戸 ご 飯 〉 コ ー ナ ー に 公 開 さ れ て い ま す 。 え く て び あ ん で も そ の レ シ ピ を

参 考 に 江 戸 ご 飯 に 挑 戦 ！

今 月 は 江 戸 の ス イ ー ツ 「 冷 し 卵 羊 羹 」 と 、 味 付 け 自 由 な お か ず 「 源

氏 卵 」 の ふ た 品 を ！

食 べ て ビ ッ ク リ は 「 冷 し 卵 羊 羹 」 で す 。 江 戸 時 代 の 人 っ て こ ん な に 美

味 し い も の を た べ て い た の か ！ と 、 黒 砂 糖 の す っ き り し た 甘 さ に 舌 鼓 。

味 は ま っ た く プ リ ン で す 。 黒 砂 糖 で 茶 色 に な る 卵 に 、 赤 い 寒 天 を 使 う と

こ ろ も お し ゃ れ じ ゃ な い で す か ！

や っ て み る と 意 外 に 難 し い の が 、 れ ん こ ん の 穴 に 卵 の 白 身 を 流 し 込 む こ

と 。 え く て び あ ん で は 生 ク リ ー ム の し ぼ り 袋 を 使 い ま し た が 、 江 戸 の 人

は ど う や っ て 入 れ て い た の で し ょ う ？ わ さ び 醤 油 で も マ ヨ ネ ー ズ で も お い

し く い た だ け ま し た 。

※ 『 江 戸 料 理 レ シ ピ デ ー タ セ ッ ト 』 （ Ｃ Ｏ Ｄ Ｈ 制 作 ） 『 日 本 古 典 籍 デ ー タ

セ ッ ト 』 （ 国 文 研 所 蔵 ） 提 供 ： 人 文 学 オ ー プ ン デ ー タ 共 同 利 用 セ ン タ ー

❷

　「砂川では神棚にゴボウが播ける」「床の間にナッパが播ける」
――現実にはありえない言葉だが、かつて砂川では毎年春先にな
ると、こんな大げさなたとえ話があるほどの土ほこりが立った。
　砂川の土地は、火山灰が堆積してできた大変軽い軽髭土で、
春先の乾燥期に猛烈な季節風がこの軽い土壌を巻き上げ、黄塵
万丈、昼なお暗くなるほどで俗に言う「砂川名物赤い風」が吹き
荒れた。当時はどの家も茅葺で、現在の家に比べて隙間だらけ、
窓にはサッシなどがなかったので、舞い上がった土ほこりは容赦
なく家の中に入り込んだ。日ごろ掃除の行き届かない神棚や床の
間には、ゴボウやナッパが播けるほど土が厚く積もるとたとえられ
たほどだった。
　元来砂川は、人の生活に欠くことのできない水利がないため無
人の原野だった場所で、江戸時代の初めに新田開発でできた村
である。新田開発独特の長方形の地割になっていて、当時の砂
川は五日市街道の脇を流れる砂川分水に沿って家並みが在った
だけで、それ以外は見渡す限り一面の畑が広がり、強い季節風
が吹くと畑の表土が舞い上がり昼なお暗い状態になった。この強
い季節風に表土が飛ばされない対策として、どこの畑にも暴風垣
として自家用の製茶分を兼ね、常緑樹である茶の木を植え表土
の飛散を防いでいた。近年農作業の機械化によりトラクターが使
われるようになると茶の木が邪魔になり、防風垣としての
茶の木はあまり見られなくなった。
　また、砂川の家々は周囲に樫、欅、杉、椹

さわら

や竹林など
を植え、季節風から家屋を守るため屋敷林を形成していた。
生活様式の近代化や農地の宅地化に伴い屋敷林は急速に
その姿を消し、今や一部地域に僅かに残るのみとなり、砂
川独特の景観はほとんど見られなくなってしまった。現在
では、かつて一面の畑であった場所に団地や集合住宅など
が立ち並び、最近では強い季節風が吹いても砂塵が舞い
上がって空が暗くなるような状況はあまり見られない。それ
でも春先季節風が吹き荒れると、時折その名残のような光
景が見られることがある。
　私の母が結婚式の日に、「砂川名物赤い風」が吹き荒れ、
土ほこりのため、客に出す白いウドンが黒くなってしまった
という話を聞いたことがある。もう80年以上前の話だ。

案内人：豊泉喜一氏

砂川新田の屋敷割と屋敷林五日市街道から
玉川上水まで約 1km ある。

（豊泉喜一氏提供）
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守
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茶
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。
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史
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過去のものは現在へ、現在のものを未来へ
ちゃんと繋げていくこと。必要じゃないと思
う人もいるかも知れませんが、必要だと思う
人も未来にいるわけですから、その人たち
のためにちゃんと残してあげる。残すには、
歴史資料をさまざまな科学的技術を使って
復元してあげる。そして見られるように、使
えるようにすることが目的です。
　お役人のための役所ではなく、私たちの
ための役所です。行政組織がちゃんと作っ
たものというのは、まさに私たちのものなの
です。行政文書はまんべんなく偏りなく記
録されていて、地域の文化活動とか産業と
か経済とか交通網とか、土地柄なども、た
とえば地震とか水害に強いのか弱いのか、
全部記録に残っている。津波の場合、ここ
から下に住んではならないと書かれた古文
書とか、過去の経験をきちんと記してある
公文書はとても大切ですね。東北などは貞
観の地震の経験から、また大きな地震が起
きると言われてきて、現実に起きたというこ
となのです。

　現在のレスキューのあり方の始まりはフィ
レンツェの大水害にあります。1966年、豪
雨によりフィレンツェにあるアルノ川が決壊、
ダ・ヴィンチの素描など世界的遺産を含む
何百万点もの収蔵品が被災しました。フィ
レンツェ文書館やフィレンツェ中央図書館の
遺産を救おうと世界が動き、国際的な救援
活動が開始され、50年経った今も継続され
ています。被災した世界的遺産をどうしよ
うというところから、冷凍とか真空凍結乾

燥などの方法や
技術が私たち専
門家同士のなか
で発信され享受
され、今のレス
キューへと育っ
てきたのです。
　 日 本 で レス
キューに対する
意識が変わった
のは、やはり阪
神 淡 路 大 震 災
以降ですね。そ
れまでは水害に
遭ってもレスキューに来て欲しいとも、レス
キューに行かなきゃというものもなかったけ
れど、阪神淡路以降は地域の文化遺産をレ
スキューしなきゃいけないという気運が高
まった。東日本大震災では一層その意識は
高くなりました。陸前高田などは博物館自
身が流されてしまいましたから。「レスキュー
しなきゃいけない」と「レスキューしてもらえ
るんだ」という両方の意識の変化、さらに起
きても大丈夫なように準備しておくのが防災
だし減災だという意識が向上しました。今
後は被災したらレスキューを要請するのが
必然なのだというトレーニングがもっと必要
です。事故に遭ったら救急車を呼ぶ、火事
は消防署へ連絡する、それと同じなのです。
　レスキュー活動で一番大変なのは、初期
の段階で資料のレスキュースケジュールを立
てることです。どれだけの人を集めたらいい
かということが重要になってきますから。活
動組織を作る、スケジューリングができる

はみな、被災住民対応が最優先になって公
文書まで手が回らない。だからこその支援
要請なのですが、そこまで思い至らないの
ですね。4つ目には、中途半端な電子化しか
されていないということ。そして最後に、利
用者の請求に対して迅速に対応しようという
サービス精神の欠如。こうした理由で支援
要請もしないし、支援を受け入れることもで
きないというのが現状です。

　東日本大震災の時だけでなく、阪神淡路
大震災の時もやはりそれぞれの地域資料、
地域の公文書を救助してきましたので、長
年の活動の一環として常総市も支援させて
いただきました。2015年9月10日の水害で、
常総市役所の行政文書が保管されている
書架では、1mくらいの高さまで水に浸かっ
てしまいました。中にはカビの生えてしまっ
たものもあり、過去の行政の記録や戸籍簿
など、数万点が水損していました。文書を
風通しのよい場所で乾燥させたり、カビが
増殖したひどいものはエタノールで洗浄し
たり。東日本大震災後の釜石では海水でし
たが、常総市では河川の水です。海水だと
カビが生えにくく、自然乾燥可能ですから、
廃校の中で自然乾燥させました。真水はカ
ビが生え自然乾燥が難しい。真空凍結乾燥
という方法を取りました。冷凍したままで乾
燥できるシステムです。カビの繁殖を抑える
効果があります。水に浸かったから、カビ
が生えたから、と廃棄してしまったら地域
の方の記録が失われてしまうでしょう。歴史
資料としてきちんと復元でき、保存して利

用できるようにしています。フリーズドライと
いう食品を美味しく長持ちさせる方法があり
ますが、その方法を日本で初めて、実際に
火災にあった民間資料に対処したのは私で
す。紙は水に浸かると破れやすくなりインク
もにじんでしまいます。カビも生えて腐って
くるし、ページもめくれなくなる。それを真
空凍結することで、凍ったまま乾燥させら
れるので元通りになるのです。
　市役所のサーバーも水に浸かったのです
が、停電していたのでデータは守られまし
た。が、同時に電動書架は動かなくなった。
そこから人の手で資料を取り出すのですが、
取り出す時には資料の並び方、順番という
ものがとても大事になってきます。11月号で
大友先生がバチカンのマレガ文書の調査に
ついて語っていましたが、それと同じで資
料を取り出す時は元に戻せるように。バチカ
ン図書館でも私が最初に手掛けました。私
の横にいて撮影する人、資料を取り出す人
など担当を決めてチームで動きました。こ
のやり方はバチカンであろうとどこであろう
と同じなのです。国文研の地下収蔵庫をご
覧になったらわかりますが、保管するには
きちんと法則性にそって収蔵する。つねに
元に戻せるように保管するのです。

　けれども、レスキューの最終目的はもと
に戻すことではありません。地域の人が公
文書を使えるようにすることです。地域の人
の記録として公開されることが一番のポイ
ントです。助けることだけが目的じゃない。
私たちの生活を豊かにしてくれる「情報」を、
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人は、現在のところ文化庁でも多く見積もっ
て20人くらいしかいません。ボランティアは
アーカイブの研究や歴史、保存科学を勉強
している人、学芸員になりたい人など若い人
を中心に集まってくれています。学生の数が
減っていますから、これからはこうした現場
にシニア層が駆けつけてくれることが重要
になってくると思います。何も知らない人で
もやる気さえあれば大丈夫。こういうことは
現場で覚えていくのが一番なのです。
　保存科学と言えば、私はアーカイブズの
保存科学が専門です。紙資料ですね。文
書館、公文書館、役所の記録、地域の資
料などですが、それこそ立川市ならば、立
川市の公文書も砂川闘争の劣化した記録資
料も、立川市できちんと保存しておきたい
ということになった場合、ご相談いただけ
ればきちんとした保存の科学的見地でのア
ドバイスをします。レスキューも専門ですが、
これが私の日常の研究ですから（笑）。

　もちろん災害発生時には人命最優先で
す。ですから国文学研究資料館では、災
害発生直後、人のことが落ち着いてから収
蔵資料の確認という段取りになっています。
時間が経過しても大丈夫なように、建物の
建て方から保存の仕方はもちろん、被災時
のあり方まで対策してあります。しっかりと
した日常の保存管理こそ、すぐれた危機管
理と言えます。
　阪神・淡路大震災の経験から、東日本
大震災ではアーカイブズの救助は発災１カ月
以内にレスキューが動かないと大変なことに
なると思いました。「公文書を救済しますよ」
というメッセージは発していたのですが、そ
れも受け入れられないほど大変な状況では
あったのだと思います。でも、できなくて心
残りなこともたくさんありました。ゴミとして
捨てられてしまった。
　被災した公文書はなかなか即時レス
キューということにならないのです。その理
由は、ひとつには自治体の意識が「自らの
文書」というものだから。公文書は役所の文
書ではない。地域の方々の大切な歴史的記
録なのに、地域住民のものを預かっている
という意識が低いのです。2つ目には、被災
そのものが「自己責任」だという意識。たと
えばハザードマップには「ここは水害に弱い
地域」と記してあるのに、その対応をしてい
なかった。それで大事な公文書を水損させ
てしまったのですから、今さら支援を要請す
るなんてみっともなくてできないという意識
があるということですね。3つ目は担当職員

国文学研究資料館　准教授。アーカイブズ・レスキューの第一人者でも
ある。1992年に放火で焼けた民間アーカイブズを救助したのが、自身
がレスキューに携わることになった始まり。1995年1月17日に発生した
阪神・淡路大震災。発災24日後に神戸市水道局主査が自ら命を絶った
というニュースが流れた。ライフライン復旧のための水道局の図面が被
災し、それをすぐに見つけられなかった、行政文書が使いやすい形で復
旧できなかったことの重大性を痛感。以来、自治体の行政文書の救助・
復旧に取り組んでいる。行政文書は役所のものではない、地域住民のた
めのもの、歴史資料として重要なのだと熱く語ってくれた。

青木 睦 氏

被災アーカイブズ・レスキューとは

公文書災害レスキューのこれから

［ 国文研シリーズ ⑦ ］

救え！アーカイブズ
少子高齢化なんて言ってられない
シニアの力が活きる場所
過去の資料を救うことは
そのまま未来を救うこと

常総市の場合

災害レスキューの目的



立川発！「あやさやトマト」
汗と涙の味がする？
低段密植トマト栽培の１年生
試行錯誤の１年だった
今年も努力の年になりそうだ

　トマトと一緒に正月を迎えた嶋田家。今年はどうなるのかなあ、
去年よりは楽になるのかな――すべてはお天気任せの1年が、また
始まる。
　嶋田農園のハウスは6棟。当初はハウス1棟で1トンから1トン半
が目標だったが、実際にはその半分くらいしか出荷できなかった。
それでも「もしかしたら１つも出荷できないかもしれない」という不安
の中で始めたトマト栽培だったから、この数字は希望へと繋がった。
　農家を継ぐ身になって、それまでの農業のあり方は厳しいと思っ
た。面積的にもやりきれない。また親が作っていた葉物は変動が
大きすぎる。できればどんなに収穫できても市場的に困らないトマ
トに替えていきたい。そこで、低段密植を勉強しに行った。夏も冬
もハウスの中でトマトを育てる。夏は遮光カーテン、冬は暖房機で
温度を調節する。トマトが赤くなるまでの積算温度は2000℃と言
われている。平均温度が20℃なら10日もあれば赤くなる。ハウス
1棟に900本のトマトを植える。株間は15センチ。1本の木に4 段、
5 段と実らせていく。何よりも培地の少なさに驚く。たった1.2リッ
トルの土に、水と少しの液肥を落とすだけ。
　貞芳さんは実際に生産地に赴き、勉強し、聞いて見て始めたこ
となので、ある程度の覚悟はあった。しかし、聞くとやるとは大違
い。靖子さんは「こんなはずじゃなかったよね」と作業の大変さに

何度も愚痴をこぼした。それでも、トマトに花が咲き、青い実をつ
け、だんだん大きくなってくるのを見ているうちに、実の1つひとつ
が我が子のように感じられてきた。朝陽とともにハウスに入り、病
気を持ち込まないようにスリッパに履き替えて作業につくと、愚痴よ
りもかわいさが勝ってくる。気をつけていても病気は出る。一度病
気になると、その一列は全部青い実を落とすことになる。涙が出る
思いだったが、ここでへこんだら仕事にならないと頑張った。
　傷んだり、少し割れたりして商品にならないトマトをご近所のお
菓子屋さん、「洋菓子のプルミエール」に持っていった。かわいい我
が子を手放す親の思いを汲んだシェフの遠山さん、試作に試作を
重ねて立川ならではのすてきなお菓子を創りあげた。大人っぽくワ
インに合うビスコッティ。食事としていただく甘くないシフォンケー
キ。オーブントースターでカリッと焼くと、まずハーブが香りまさに
西砂町のプロヴァンス。
　立川の作付面積が一番多い作物はトマト。路地の美味しさはさ
ることながら、嶋田さんは、同じ面積で常に安定した収穫量を出せ
る農家経営を目指している。「すごく糖度が高いトマトではないです
よ」と言うが、いやいや、えぐみが少く、でもコクがあり、トマトら
しい酸味と香りを保つ「あやさやトマト」。軌道にのってブランド化
される日が待ち遠しい。

本格的に生産農家を始めてまだ5年。もともと
一番町に畑を持つお宅ではあったが、先代は青
梗菜などの葉物を生産している。貞芳さんは柏
町のご出身。設計事務所で図面を描いていたが、
縁あって嶋田家に来てからは仲買をしたり、生産
物のパッケージを専門にしたりと農作物に関わる
も、生産はしてこなかった。靖子さんも同じよう
に、パッケージはプロだが生産者側に立つのは、
このトマトが初めて。トマトを植えてから、2人
は1日も休みのない1年を送った。

嶋田貞芳さん・靖子さん

夏は葉がもっと生い茂っている。 ひとつのポットに1.2リットルの培土。

真冬でもきれいに色づいてきている。
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ドライトマトにベーコンや、南仏のハーブが香る。
サクッと焼いて、いっぱいの野菜と一緒にどうぞ。

嶋田さんご夫妻

「あやさや」は2人のお嬢さんの名前が由来。
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えくてびあんの輪えくてびあんの輪

彩食中華 須﨑
寝具の石川
手作りパン工房 Bonheur ～ボヌール～
FUKUSHIMAYA 立川店
相模屋酒店
メンズカット ヤザワ
大型コインランドリー マンマチャオ栄町店

ルーデンス食堂
丸助青果店
米穀・食料品 横町屋
中華料理店 太幸苑
セイロン風カリー シギリア
ふじ整体院
ライブハウス Crazy JAM
ライブ喫茶 炭火煎珈琲 はるもにあ
立川湯屋敷 梅の湯
ヘアーサロン イトウ
立川伊勢屋 本店
書籍・雑誌 フレンド書房
大野サイクル
パンのお店 Dragee ドラジェ
立川キリスト教教会
サロン・ケベクア美容室
HAIR MAKES たしろ

うなぎ しら澤
中華料理 福心樓
久住ハウジング（株）
不動産 大晋商事
ヤマハミュージックアベニュー立川
蕎麦懐石 無庵
TABACCONIST ゼフィルス
ブティック ASHUTE VENI-VENI
ビストロ シェ・タスケ
あら井鮨総本店
大衆劇場 立川けやき座
立川伊勢屋 ルミネ店
たましん すまいるプラザ立川
オリオン書房 ルミネ立川店
みずほ銀行 立川支店
コスメドール 辰己屋
エミリーフローゲ 本店
キャフェ クリムト
黒毛和牛専門店 焼肉 FUKI
宮地楽器 MUSIC JOY 立川北
TAKE THE HONEY スイーツ
三井住友銀行 立川支店
レストラン サヴィニ
立川献血ルーム
アートルーム 新紀元
MOTHERS ORIENTAL
たましん 本店
和食どころ 若草茶屋
三上鰹節店
エフエムたちかわ
ラ・フランス
ビックカメラ 立川店
Charcoal Dining るもん
酒亭 玉河
三菱東京 UFJ 銀行 立川支店
玉屋 KITCHEN

507-0981
524-1333
536-3207
534-1700
536-2476
536-8738

522-3542
522-2609
527-0906
507-2418
540-9155
529-9507
521-2959
522-3800
522-6281
522-3793
527-1555
523-2061
525-2730
526-6826
527-4716
525-2175

524-5061
524-2343
527-8007
525-3110
523-1431
524-0512
524-0514
521-1481
527-5959
522-2957
512-5057
524-3395

0120-667-646
527-2311
524-3121
524-6051
527-1138
526-3030
523-0166
527-6888
523-8200
522-2151
525-1662
527-1140
528-6952
528-0855
526-7700
526-0010
522-3259
524-0844
529-5522
548-1111
527-3022
522-2654
524-4121
595-7847

高
松
町

栄
町

曙
町

えくてびあんはリストのお店にあります。
今月は 栄町・高松町・曙町 のお店です。

無断転載を禁じます。

えくてびあん ⓒ 
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　平成28年12月13日（火）、同年8月4日に開催された「平成28年夏巡業　大相撲立川立飛場所」の収益金
の目録が、勧進元の立飛HD村山正道社長から清水庄平立川市長へと手渡されました。立川市長からは感謝状
が授与されました。寄付金の金額は約2500万円。
立川立飛場所は「オール立川で」の呼びかけに応え
た150を越える団体や個人からの協賛を得て、当初
2500席の予定だった客席も3500席にと拡大、収支
の結果余剰金が生じた場合は寄付するという予定通
り、今回の寄付金贈呈の運びとなりました。立飛HD
では、立飛駅すぐ近くに今秋アリーナが完成、2018
年夏巡業はこのアリーナで開催することになっていま
す。5000席の用意ができるそうです。オリンピック
イヤーには、複数日の巡業開催をと村山社長はお話し
されていました。地元の方だけでなく、相当数の外国
のお客様がいらっしゃると見込んでいるそうですよ。

立飛HDから立川市へ  寄付金贈呈
　平成28年11月24日（木）、興味深
い記者会見がありました。簡単に言う
と、国文学研究資料館が所蔵する古典
籍オープンデータのうち、江戸時代の料
理に関する書物から『江戸ご飯』のレシ
ピを、あのクックパッドで公開しますよ
というものでした。クックパッドといえ
ばクックパッド株式会社が提供する日本
最大の料理レシピ投稿・検索サービス。
毎月の利用者数は6000万人で、若い女
性の多くが利用しています。取材先でも

「メニューに詰まったらクックパッド」と聞
いたことがあります。そのクックバッド
と国文研、情報学研究所がタイアップ。江戸時代の料理本に書かれた調理手順をデジタル化、現代の人で
も使える形式に整備した「江戸料理レシピデータセット」を公開。同日にクックパッドでも見られるようにな
りました。
　くずし字でかかれた料理本は現代の一般人にはなかなか読めません。さらに用語や素材も江戸時代の
もの、現代人にはわかりにくい。料理本の画像データを公開しても、誰もがそれを作るなんて、とてもとて
も。それを分かりやすくしてくれたのがこの企画。作ってみてください。江戸の人ってかなり贅沢だったとわ
かります。えくてびあんでは、今号から６回に渡って実際に調理した写真を掲載、試食の感想を述べていき
ます。誌面の都合上レシピはカットしますが、クックパッドをご覧ください。

江戸のレシピ、教えます

　データ化されていない歴史資料は失われてしまったらもう終わり
です。昨年末、蔵を壊すと聞いて、立川市市史編纂担当者と立川
市歴史民俗資料館が現場に急行したと聞きました。江戸時代の終
わりに建てられたであろう蔵は、置き屋根に土壁という造り。壁は
この土の上に漆喰が塗ってあったそうです。１階部分には農具や道
具、２階には衣類や書類、長持や箪笥がありました。壊した蔵と
一緒に全部捨てられてしまうところ、郷土の歴史に関わるものは運
び出すことができたそうです。過去を現在に、現在を未来につな
ぐ瞬間、貴重な現場に立ち会わせていただきました。（富士見町で）

　みごととしか言いようがない、立派なご家族。西
砂町で光一さんが13代目、本を正せば瑞穂の阿豆
佐味天神、神主さんの家系です。養蚕や桑苗から
街路樹や芝生の生産へと移行してきました。一時
期とても盛んだった芝生の生産も、近隣市町で今も
続けているのは宮﨑さんのお宅だけになったそうで
す。昭和4年生まれの光一さん、昨年のお正月に数
えで米寿のお祝いはしてしまったのだとか。還暦は
赤いちゃんちゃんこだけれど、米寿は金色のセット
だそうです。今や家業の主役はもちろん栄喜さん。
農協のお役にも就いていらっしゃいます。純子さん
は一番町から嫁がれたそうですが、聞いてびっくり、
以前は1月号の表紙「ひかり保育園」の保育士さん
でした。さて、イケメン3人！ おしゃれな髭の長男、
智成さんが家業を継ぎます。その右隣、次男の圭
太さんと、一番背の高い三男の尚紀さんはそれぞれ
別の職業に。撮影にちょっと緊張してなかなか笑え
ない米子さんに、お孫さんたち「いつもは一番笑っ
てるんだから」とすてきな笑顔を誘っていました。

◆続・砂川深層をお届けしています。「砂川分水は立
川からどこへつながっているの？」というお問合せをい
ただきました。さっそく豊泉喜一さんにうかがうと、「深
大寺用水に合流している」とのこと。そこまでは暗渠
なのかというと、市によって街によってさまざまな扱
いなのだそうです。豊泉さんが子どもの頃、砂川分水
を遊びで子どもたちが止めてしまうと、深大寺用水は
水田に使われていたので困るということで大人が巡回
に来ていたそうです。いずれ砂川分水を追いかけてみ
たいと思います。こうしたお問合せからまた次の企画
が生まれます。ありがたいことです◆嶋田さんのトマ
ト、本当においしいんです。摘果した青いトマトを捨
てないで大事に箱いっぱい取っておいたという靖子さ
ん。気持ちがよくわかります。その青いトマトはピクル
スに。捨てないで何とか利用しようとする、これが愛
情なんですね。ピクルスもとてもおいしかったです◆1
月31日には立川市に隣接する９市と広域連携サミット
が開催されます。昨年９月に立川市と連携・協力協定
を締結した統計数理研究所の樋口所長が、話し合い
の進行をリードするファシリテーターを務められます。
話題盛りだくさんになりそうな1年、えくてびあんも元
気、勇気、やさしさをお届けできるようがんばります。

えくてびあんスタッフ一同

宮﨑光一さん、米子さん、栄喜さん、純子さん
智成さん、圭太さん、尚紀さん

国立情報学研究所　北本朝展准教授（左）と
国文学研究資料館　山本和明特任教授 

　川からもうもうと上がる湯気。気温が水温より低
くなった朝、こうした風景が立川でも見られます。
シラサギ、アオサギ、鵜などいろいろな鳥が集まっ
てきています。時折、口ばしに魚をくわえていたりし
て、自然が多い立川の寒い朝のひとこまです。
　えくてびあんでは、「山頂の幅と太陽の直径がほ
ぼ同じに見える立川のダイヤモンド富士」「根川のさ
くら風景」とともに、この川霧を立川のすばらしい景
色として毎年追いかけたいと思います。

「冬のひとこま」

救え、アーカイブズ！ 立川編

2016年12月15日撮影

〒190-0023　立川市柴崎町3-10-5-2F
TEL 042-512-7750
営業時間　
　ランチ 11：30～14：00
　ディナー 18：00～23：00（LO 22：00）
定休日　毎週火曜日と第3月曜日

（パーティーについてのお問合わせはお店ま
で）

　昨秋リニューアルした立川南駅から徒歩1分、本格イタ
リアンのお店です。生地が薄いパリパリのピザやパスタの
ランチセットもあれば、プレートランチもあります。ランチ
セットはスープ、サラダ、ドリンク、デザートつき。寒い時
期は丸いパンをくり抜いたチーズフォンデュのランチセット

も。 野菜やお
肉をチーズに
絡 めて、 最 後
には器になって
いたパンもおい
しくいただけま
す。ランチビー
ル、ランチワイ
ンがあって、土
日のランチセッ
トは絶対お得。

アラカルトもいいんです。薄くてパリパリのローマ風ピザが
食べられるのは、立川ではこのお店だけ。30㎝と大きいけ
れど、名物料理「チーズ4種のクワトロフォルマッジ」、軽
いスナック感覚でペロっと食べられます。パスタの名物料
理は、なんといっても「タラバ蟹とカニミソのスパゲッティ」
です。これもこのお店でしか食べられないから名物料理。
濃厚なクリームソースが忘れられない味になります。新年
会や歓送迎会など、パーティーシーズンに入ります。2時間
飲み放題付で4000円から。おいしいお料理とドリンクが
楽しさをアップしてくれること間違いなし！

イタリアン
　  レストラン

Vigorosso
　　　  （ヴィゴロッソ）

イタリアンプレートランチ　平日バージョン（鳥も
も肉のカポナータ、グリーンサラダ、パスタ、ピッ
ツァカルツォーネ、ドリンク、スープ、デザート付）

タ
ラ
バ
蟹
と
カ
ニ
ミ
ソ
の
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ

　1月8日（日）、午後には雨が降ってくる予報で、朝
から曇天。とても冷え込んだ朝、「平成29年度立川
市消防出初式」が立川市主催、国営昭和記念公園共催
で行われました。今年は国営昭和記念公園みどりの文
化ゾーン北側高松口臨時駐車場に場所を移し、立川市
消防団を始め、立川消防署、立川警察署、市民消火隊、
立川消防少年団、市役所自衛消防隊が参加、「自分た
ちのまちは、自分たちで守る」意識を新たにされていま
した。生業を持ちながら、市民の命と財産を守るため
に率先活動される防災組織の皆さん。健康に留意して、
また今年も頑張ってください。よろしくお願い致します。
寒い中、式典の演奏をされていた立川市吹奏楽団の
みなさん、すばらしい演奏をありがとうございました。

清水庄平立川市長の告辞



立川と語ろう  立川に生きよう

挑戦！ 新たなトマト生産法

表紙の人／植栽三代  宮﨑家のみなさん（西砂町）

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
『
万
宝
料
理
秘
密
箱

玉
子
百
珍
』
に
は
百
三

種
類
の
卵
料
理
の
作
り
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、『
江
戸
料
理
レ
シ
ピ

デ
ー
タ
セ
ッ
ト
』
で
は一
部
の
料
理
を
分
割
し
、
全
部
で
百
七
種
類
の
卵
料
理
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
現
代
語
訳
と
現
代
レ
シ
ピ
は
レ
シ
ピ
サ
イ
ト『
ク
ッ
ク
パッ
ド
』の〈
江

戸
ご
飯
〉
コ
ー
ナ
ー
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
え
く
て
び
あ
ん
で
も
そ
の
レ
シ
ピ
を

参
考
に
江
戸
ご
飯
に
挑
戦
！

今
月
は
江
戸
の
ス
イ
ー
ツ
「
冷
し
卵
羊
羹
」
と
、
味
付
け
自
由
な
お
か
ず
「
源

氏
卵
」
の
ふ
た
品
を
！

食
べ
て
ビ
ッ
ク
リ
は
「
冷
し
卵
羊
羹
」
で
す
。
江
戸
時
代
の
人
っ
て
こ
ん
な
に
美

味
し
い
も
の
を
た
べ
て
い
た
の
か
！
と
、
黒
砂
糖
の
す
っ
き
り
し
た
甘
さ
に
舌
鼓
。

味
は
ま
っ
た
く
プ
リ
ン
で
す
。
黒
砂
糖
で
茶
色
に
な
る
卵
に
、
赤
い
寒
天
を
使
う
と

こ
ろ
も
お
し
ゃ
れ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！

や
って
み
る
と
意
外
に
難
し
い
の
が
、
れ
ん
こ
ん
の
穴
に
卵
の
白
身
を
流
し
込
む
こ

と
。
え
く
て
び
あ
ん
で
は
生
ク
リ
ー
ム
の
し
ぼ
り
袋
を
使
い
ま
し
た
が
、
江
戸
の
人

は
ど
う
や
っ
て
入
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
？
わ
さ
び
醤
油
で
も
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
も
お
い

し
く
い
た
だ
け
ま
し
た
。

※

『
江
戸
料
理
レ
シ
ピ
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
』（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｈ
制
作
）『
日
本
古
典
籍
デ
ー
タ

セ
ッ
ト
』（
国
文
研
所
蔵
）
提
供
：
人
文
学
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
共
同
利
用
セ
ン
タ
ー

❷

「
砂

川
で

は
神

棚
に

ゴ
ボ

ウ
が

播
け

る
」「

床
の

間
に

ナ
ッ

パ
が

播
け

る
」

―
―

現
実

に
は

あ
り

え
な

い
言

葉
だ

が
、

か
つ

て
砂

川
で

は
毎

年
春

先
に

な
る

と
、

こ
ん

な
大

げ
さ

な
た

と
え

話
が

あ
る

ほ
ど

の
土

ほ
こ

り
が

立
っ

た
。

　
砂

川
の

土
地

は
、

火
山

灰
が

堆
積

し
て

で
き

た
大

変
軽

い
軽

髭
土

で
、

春
先

の
乾

燥
期

に
猛

烈
な

季
節

風
が

こ
の

軽
い

土
壌

を
巻

き
上

げ
、

黄
塵

万
丈

、
昼

な
お

暗
く

な
る

ほ
ど

で
俗

に
言

う「
砂

川
名

物
赤

い
風

」
が

吹
き

荒
れ

た
。

当
時

は
ど

の
家

も
茅

葺
で

、
現

在
の

家
に

比
べ

て
隙

間
だ

ら
け

、
窓

に
は

サ
ッ

シ
な

ど
が

な
か

っ
た

の
で

、
舞

い
上

が
っ

た
土

ほ
こ

り
は

容
赦

な
く

家
の

中
に

入
り

込
ん

だ
。

日
ご

ろ
掃

除
の

行
き

届
か

な
い

神
棚

や
床

の
間

に
は

、
ゴ

ボ
ウ

や
ナ

ッ
パ

が
播

け
る

ほ
ど

土
が

厚
く

積
も

る
と

た
と

え
ら

れ
た

ほ
ど

だ
っ

た
。

　
元

来
砂

川
は

、
人

の
生

活
に

欠
く

こ
と

の
で

き
な

い
水

利
が

な
い

た
め

無
人

の
原

野
だ

っ
た

場
所

で
、

江
戸

時
代

の
初

め
に

新
田

開
発

で
で

き
た

村
で

あ
る

。
新

田
開

発
独

特
の

長
方

形
の

地
割

に
な

っ
て

い
て

、
当

時
の

砂
川

は
五

日
市

街
道

の
脇

を
流

れ
る

砂
川

分
水

に
沿

っ
て

家
並

み
が

在
っ

た
だ

け
で

、
そ

れ
以

外
は

見
渡

す
限

り
一

面
の

畑
が

広
が

り
、

強
い

季
節

風
が

吹
く

と
畑

の
表

土
が

舞
い

上
が

り
昼

な
お

暗
い

状
態

に
な

っ
た

。
こ

の
強

い
季

節
風

に
表

土
が

飛
ば

さ
れ

な
い

対
策

と
し

て
、

ど
こ

の
畑

に
も

暴
風

垣
と

し
て

自
家

用
の

製
茶

分
を

兼
ね

、
常

緑
樹

で
あ

る
茶

の
木

を
植

え
表

土
の

飛
散

を
防

い
で

い
た

。
近

年
農

作
業

の
機

械
化

に
よ

り
ト

ラ
ク

タ
ー

が
使

わ
れ

る
よ

う
に

な
る

と
茶

の
木

が
邪

魔
に

な
り

、
防

風
垣

と
し

て
の

茶
の

木
は

あ
ま

り
見

ら
れ

な
く

な
っ

た
。

　
ま

た
、

砂
川

の
家

々
は

周
囲

に
樫

、
欅

、
杉

、
椹 さ
わ

らや
竹

林
な

ど
を

植
え

、
季

節
風

か
ら

家
屋

を
守

る
た

め
屋

敷
林

を
形

成
し

て
い

た
。

生
活

様
式

の
近

代
化

や
農

地
の

宅
地

化
に

伴
い

屋
敷

林
は

急
速

に
そ

の
姿

を
消

し
、

今
や

一
部

地
域

に
僅

か
に

残
る

の
み

と
な

り
、

砂
川

独
特

の
景

観
は

ほ
と

ん
ど

見
ら

れ
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
現

在
で

は
、

か
つ

て
一

面
の

畑
で

あ
っ

た
場

所
に

団
地

や
集

合
住

宅
な

ど
が

立
ち

並
び

、
最

近
で

は
強

い
季

節
風

が
吹

い
て

も
砂

塵
が

舞
い

上
が

っ
て

空
が

暗
く

な
る

よ
う

な
状

況
は

あ
ま

り
見

ら
れ

な
い

。
そ

れ
で

も
春

先
季

節
風

が
吹

き
荒

れ
る

と
、

時
折

そ
の

名
残

の
よ

う
な

光
景

が
見

ら
れ

る
こ

と
が

あ
る

。
　

私
の

母
が

結
婚

式
の

日
に

、「
砂

川
名

物
赤

い
風

」が
吹

き
荒

れ
、

土
ほ

こ
り

の
た

め
、

客
に

出
す

白
い

ウ
ド

ン
が

黒
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
と

い
う

話
を

聞
い

た
こ

と
が

あ
る

。
も

う
80年

以
上

前
の

話
だ

。

案
内
人
：
豊
泉
喜
一
氏

砂
川

新
田

の
屋

敷
割

と
屋

敷
林

五
日

市
街

道
か

ら
玉

川
上

水
ま

で
約

1km
あ

る
。

（
豊

泉
喜

一
氏

提
供

）

家を守るために北側に今も残る

シラカシの防風垣わずかに現存する屋敷林

手前の垣が茶の木の垣で、茶の木の垣に直角に

なるよう並んでいるのがウツギ。

隣の畑との境に使われた。

砂川の赤っ風昭和三十六年ころ

（写真：立川市歴史民俗資料館）




